
 

1 
 

 
＜事例＞ ネズミ亜科の系統関係－遺存固有かつ新固有の状態のトゲネズミ類 

 
 
 トゲネズミ属 Tokudaia は日本の固有属であり、アマミトゲネズミ T. osimensis、トクノシマトゲネズ

ミ T. tokunoshimensis、オキナワトゲネズミ T. muenninki の 3 種のみが属する。3 種はそれぞれ、奄美

大島、徳之島、沖縄島にのみ生息し、それぞれの島の固有種である（Odachi et al., 2005）。当初は単一

の種トゲネズミ T. osimensis として記載された（阿部, 1933）。しかし、その後の形態学、核学、分子系

統学の各研究成果に基づいて、島毎に異なった種に分化した 3 種であることが明らかになった（土屋ら, 
1989；Suzuki et al, 1999；Kaneko, 2001；Endo and Tsuchiya, 2006）。IRBP 遺伝子の塩基配列による

系統解析により、トゲネズミ属はアカネズミ属（Apodemus）との類縁性が示されたが、トゲネズミ属の

分岐年代は古く、およそ 650～800 万年前頃には分岐したと推定された（Sato et al, 2004．図 1）。この

ように、トゲネズミ類は極めて古い年代に他のネズミ亜科系統から分岐し、中琉球に生き残った、遺存

固有によって成立した種群と考えられる。 
 

 
図 1 トゲネズミ属（Tokudaia）とアカネズミ属（Apodemus）の RAG1 遺伝子と IRBP 遺伝子のデータセットから推定

した分子系統樹。(a)近接統合法、(b)最節約法、(c)最尤法、(d)ベイズ推定法による。Sato et. al., 2004 による。 
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一方、3 種の種間においても核型や形態に差違が見られることが明らかになっており、例えば核型では

トクノシマトゲネズミが 2n=45（雌雄とも）、アマミトゲネズミは 2n=25（雌雄とも）、オキナワトゲネ

ズミは 2n=44（雌雄とも）である（土屋ら, 1989）。更に、アマミトゲネズミとトクノシマトゲネズミの

チトクローム b 遺伝子（1140bp）の塩基置換率は 0.088 と高い値を示し、これはケナガネズミとクマネ

ズミの種間差に相当する（Suzuki et al, 1999）。また、3 種の分岐経緯については、オキナワトゲネズミ

が分岐した後に、トクノシマトゲネズミとアマミトゲネズミの分岐が生じた事が明らかになっている（村

田ら, 2009）こうした研究成果から、3 種は中琉球の中で 3 つの島に分断された間に分化を生じた新固有

種であると考えられる。 
上述の通り、3 種は核型に大きな相違があることが示されているが、その性決定機構も特異であること

が知られている。通常、哺乳類は XX/XY 型の性染色体を有する。しかし、アマミトゲネズミとトクノシ

マトゲネズミは雌雄共に Y 染色体を有しない、XO/XO 型である（Honda et al, 1977；Honda et al. 1978）。
オキナワトゲネズミは XX/XY 型であるが、X 染色体と Y 染色体の区別は不明瞭である（土屋ら, 1989）。
最近の研究によって、トクノシマトゲネズミとアマミトゲネズミは、Y 染色体の消失と共に、性決定遺

伝子である SRY を消失している事が明らかになった（Murata et al. 2010, 2012. 図 2）。両種において

は、性決定に関わる新たな遺伝子の出現と Y 染色体の一部の X 染色体への転座を経て、Y 染色体が消失

したと考えられている（村田ら, 2011）。このように、それぞれ通常の哺乳類とは異なった性染色体の構

造を有しているため、その性決定機構に大きな興味が持たれており、さまざまな研究が取り組まれてい

る。 

 

図 2 トゲネズミ属の性染色体 SRY と CBX2 の進化。Murata et. al., 2012.による。 
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